
7月26日当組合の鹿児島協議会を開催

理事長堀　尚義、副理事長山本　実、理事相田　芳美の3名が参加し、

南九州地区の景況等について有意義な情報交換を行いました。

（1）平戯3年7月27日（水）鳶12507号　く禁帥転掛鹿児島
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建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
姐
鹿
児
島
彗
芸

地
方
会
員
の
声
反
映
を

義
的
な
意
見
を
お
顔
い
し
た

言
」
と
挨
拶
。
ま
た
、
本
県

盲
代
表
し
て
大
福
コ
ン
サ
ル

す
ン
ト
㈱
の
福
田
光
蒜
長

音
「
地
方
会
員
の
声
を
反
映

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協

同
組
合
（
堀
尚
義
理
事
長
）

は
2
6
日
、
鹿
児
島
市
の
ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
で
鹿

児
島
協
議
会
を
開
い
た
。
鹿

理
事
長
を
は
じ
め
、
鹿
児
島

の
組
合
員
ら
9
人
が
参
加
し

て
、
中
小
企
業
を
中
心
と
し

た
組
織
の
活
性
化
や
土
木
設

計
技
士
の
認
定
、
会
員
拡
大

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
▲
し

会
の
冒
頭
、
屈
理
事
長
は

「
同
組
合
は
中
小
企
業
の
有

志
で
共
同
受
注
を
目
的
に
発

足
。
し
か
し
、
会
員
の
減
少

や
土
木
設
計
技
士
の
認
定
問

題
な
ど
問
題
は
山
積
し
て
い

る
。
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
建

さ
せ
る
た
め
に
、
組
合
の
戦

略
や
取
り
組
み
な
ど
実
の
あ

る
議
論
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
お
願

い
し
た
い
」
と

建設的な意見交換力く行われた協

教会＝鹿児島市のポリテクセン

ター鹿児島で

要
望
し
た
。

協
議
会
で
は
、
土
木
技
術

士
の
現
状
に
つ
い
て
「
特
別

講
習
や
研
修
会
を
行
い
、
有

資
格
者
の
育
成
に
力
を
注
ぐ

こ
と
。
ま
た
、
組
織
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
環
境
整
備

が
必
要
に
な
る
」
な
ど
と
議

論
。
さ
ら
に
、
発
注
者
側
に

組
合
の
メ
リ
ッ
ト
や
柱
と
な

る
も
の
を
明
確
に
示
す
こ
と

で
パ
イ
プ
を
広
げ
、
災
害
協

定
の
締
結
や
中
央
省
庁
へ
の

陳
情
活
動
、
組
合
員
の
連
携

強
化
で
会
員
の
拡
大
を
図
る

こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の

復
旧
作
業
に
係
わ
る
共
同
受

注
な
ど
、
長
期
に
わ
た
る
参

画
を
模
索
で
き
な
い
か
に
つ

い
て
も
検
討
さ
れ
た
。
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国
土
交
通
行
政
功
労
表
彰
式

秀
社
長
が
謝
韓
。
「
よ
り
一

同
、
公
共
工
事
の
品
乾
推
保

と
現
場
の
賓
全
管
理
等
に
最

善
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
」

と
決
璽
述
べ
た
。

受
笛
者
は
次
の
通
り
。

健
良
庵
工
業
音
王
事
部

門
）
ト
林
建
設
㈱
　
松
田
遷

設
㈱
　
㈱
平
蘇
組
一
U
聞
（
乗

務
部
門
）
　
■
■
．
中
央
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
煉
福
岡
支
店
　
い
で

あ
■
㈹
九
州
支
店
　
八
千
代
エ

ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
㈱
九
州
支

店
㌃
優
秀
現
場
代
理
人
（
監

理
技
術
者
部
門
）
㍉
り
西
田
良

■
光
（
外
蘭
裸
殺
工
業
陳
〕
田

短
縮
締
り
莞
保

之
内
建
設
の
白
坂
貫
東
嶺

代
理
人
が
作
業
内
容
と
軍
令

対
策
に
つ
い
て
説
明
ぐ
近
藤

理
事
か
ら
は
¶
雨
が
降
っ
て

き
た
か
ら
滑
り
や
す
い
っ
法

面
作
業
時
に
は
特
に
気
を
つ

け
て
」
と
注
意
を
促
し
た
1

ま
た
、
現
場
事
跡
所
で
は
、

安
全
日
誌
や
簡
工
計
画
塵
な

ど
の
記
録
・
記
戴
も
れ
、
施

工
体
制
図
、
危
険
予
知
痛
感

表
な
ど
の
掲
示
物
秦
入
念
に

チ
ェ
ッ
ク
′
．
現
場
代
理
人
ら

に
安
全
管
理
の
教
匠
を
呼
び

掛
け
た
‖
リ

九
州
地
方
整

備
局
川
内
川
河

川
事
孫
所
は
2
6

日
、
護
摩
川
内

市
の
同
事
務
所

で
2
3
年
渡
川
円

州
河
川
事
務
所

国
土
交
通
行
政

功
労
表
彰
式
を

行
っ
た
っ
工
事
・
菜
摘
の
円
■

滑
な
推
進
に
責
徹
し
た
座
長
■

施
工
業
者
お
よ
び
贋
秀
個
人
皿

：写真に納まる関一系呑一一一‾薩
喫川西市の川内川1河川事

拝所で

に
表
彰
状
を
贈
り
、
そ
の
現

禅
を
称
え
た
。
■

表
彰
式
で
は
、
優
良
鹿
工

業
者
（
工
事
郡
門
）
で
林
建

設
㈱
（
曽
木
分
水
路
上
流
部

3
沃
掘
削
）
な
ど
3
社
、
同

（
業
珠
部
門
）
で
3
社
、
優

秀
現
廟
代
理
人
（
監
理
技
術

者
部
門
）
3
人
に
久
保
朝
雄

帯
反
が
表
彰
状
を
授
与
。

「
こ
れ
を
契
也
に
さ
ら
な
る

技
術
の
研
さ
ん
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
し

た
っこ

れ
を
受
け
、
受
賃
者
を

代
表
し
て
棟
建
設
価
の
林
隆

建協加世田支部役員パト

熱中症対策を喚起

射
川
最
絹
絹
鮎
W

L
熱
中
症
対
策
の
徹
底
を
促
W

す
と
と
も
に
診
断
負
は
、
現

場
担
当
者
ら
に
安
全
管
理
の

徹
底
を
図
る
よ
う
雷
蔵
の
高

塩
を
求
め
た
1

今
回
の
パ
ト
は
、
南
九
州

軒
が
9
H
の
供
用
に
向
け
て

知
乾
田
郡
に
整
備
嘉
め
て

中
央
工
業
安
全
大
会

安
全
を
当
た
り
前
に

憲
織
の
宿
縁
を
図
っ
た
．

肥
後
社
長
は
一
日
々
の
挨

拶
、
体
調
管
理
な
ど
当
た
り

前
の
こ
と
が
労
災
防
止
に
つ

な
が
る
。
実
全
作
業
に
対
す

県
護
教
案
協
会
加
世
田
支

部
ハ
大
坪
稔
明
支
部
長
）
は

2
5
日
、
支
部
役
員
に
よ
る
パ

∴
鱒
疫
協
定
琵
竺

1
博
体
が
初
動
防
疫
の
協
力
盲
ま
く
連
珠
を
図
り
本
県
の

体
制
を
因
る
た
め
に
締
結
し
畜
産
業
を
守
り
た
い
」
と

い
る
学
校
給
食

セ
ン
タ
・
‘
建
設

の
外
璃
工
事
現

場
一
㈱
勉
之
内

建
設
廠
千
二
右

近
藤
友
征
理
事

と
今
村
次
輿
理

事
が
診
断
■
‖
一
∴

大
災
害
防
止
対

策
、
安
全
施
工

サ
イ
ク
ル
運
動

の
実
施
状
況
な

ど
を
中
心
に
診

断
。施

工
を
担
当

し
て
い
る
㈱
塚

中
央
工
業
腺
産
後
陸
産
か
2
6
日
、
鹿
児
島
市
の
虎
児
盲
意
識
を
高
め
、
災
帯
ゼ
ロ

社
長
）
の
㍑
年
匿
安
全
大
会
…
島
管
工
事
会
館
で
あ
っ
た
一
｝

社
負
や
協
力
会

社
か
ら
的
細
入

が
参
加
し
、
労

働
災
宮
防
止
を

琴
っ
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
安
全

を
目
指
そ
う
加
と
挨
拶
ぐ
ま

た
、
協
力
会
社
代
表
の
園
田

二
郎
㈲
不
凍
工
業
社
長
が

ほ
か
、
艶
児
島
労
働
基
準
監

培
署
の
田
原
宗
冶
地
方
産

業
安
全
専
門
官
と
山
口
大
鏑

副
主
任
監
督
官
が
、
災
市
発

生
状
況
や
熱
中
症
対
策
、
労

鋤
基
準
法
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
に
つ
い
て
安
全
講
話
を
行

い
、
労
災
防
止
の
重
要
性
を

再
確
率
、
田
蘇
専
門
官
は

m
H
ご
ろ
の
安
全
活
動
が
大

切
。
二
人
ひ
と
り
が
焦
ら
ず

注
恋
し
、
皆
で
協
力
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
ト
と

訴
え
た
。

崩
後
に
、
同
社
の
大
坪
吉

い
か
な
る
雲
量
も
安
全
元
さ
ん
が
力
強
く
安
全
雪

安全施工の御蔵を呼び
掛けた大会二鹿児島市
の鹿児島菅工事金貞官で

を
鼠
領
先
に
考
え
、
互
い
に

協
力
し
な
か
ら
、
無
災
帯
で

の
完
工
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
、
安
全
施
工
の

徹
底
を
呼
び
掛
け
た
。

大
会
で
は
、
安
全
表
彰
の

建協加治木支部

機動力で地域守る

染
群
の
発
生
時
に
お
け
る
緊

急
防
圧
業
務
に
関
す
る
枢
日

華
窒
嘉
ん
だ
増
写
粂
せ
、

協
定
は
、
5
月
柑
目
に
巌

と
県
等
設
業
協
会
な
ど
県
内

た
協
定
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

た
も
の
M
J

凋
印
式
に
は
、
加
治
木
支

部
か
ら
米
山
支
部
長
と
塚
田

洋
一
、
岩
岳
蕊
藷
両
副
支
部

長
、
姶
良
家
畜
保
健
衛
生
所

語
っ
た
、
・
大
山
支
部
長
も
m

「
機
動
力
を
療
謹
し
て
撃
竺

業
な
ど
を
守
れ
る
よ
う
雪
警

り
た
い
」
と
述
べ
た
八
日

か
ら
永
徳
所
長

ら
が
出
席
。
そ
m

－
　
㌣
－

展
望
毅
業
協
会
加
治
木
支
川

部
（
木
山
彗
警
警
空
は

2
5
日
、
姶
良
市
の
姶
良
家
畜

保
健
衛
生
所
（
永
遠
正
格
所

長
）
で
同
衛
生
窮
と
家
畜
伝
…

れ
ぞ
れ
協
定
童

に
潟
印
を
行
い
、

協
定
を
統
括
し

た。〉
溺
部
後
、
永

徳
所
長
は
一
防

疫
や
埋
穀
揺
動

な
ど
で
力
を
宅

り
る
こ
と
に
な

り
、
非
常
に
心

強
い
。
特
に
毅

処
分
に
お
け
る

埋
設
作
菜
は
妻

に
な
る
の
で
、

大
口
、
柴
野

支
　
部
　
も

ま
た
、
7
日
に
県
等
設
芙

協
会
大
日
支
部
へ
藤
井
型
二

郎
支
部
き
と
同
業
野
支
部

（
田
上
俊
廣
支
部
長
）
も
、

姶
良
富
保
健
衛
生
所
と
家

畜
伝
染
病
の
発
生
時
に
お
け

る
緊
急
妨
疫
菜
務
に
関
す
る

細
目
協
定
を
結
ん
だ
。

な
お
、
3
支
部
は
昨
年
宮

崎
県
で
家
畜
伝
染
吊
の
U
蹄

脛
が
発
生
し
た
際
、
県
か
ら

要
講
を
壱
吾
て
本
県
へ
の
伝

染
病
の
浸
入
を
防
止
し
た
繋

敏
が
あ
る
。

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
組
靡
児
農
協
換
金

地
方
会
員
の
声
反
映
を

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
州
領
な
ど
閏
零
は
山
寵
し
て
い

輯
絶
食
へ
廟
尚
羞
理
事
長
J

は
2
6
日
、
鹿
児
島
市
の
ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー
陳
児
島
で
鹿

児
島
協
議
会
を
開
い
た
仁
掘

理
事
長
を
は
じ
め
、
題
児
島

の
組
合
鱒
b
9
人
が
参
加
し

て
、
巾
小
企
業
産
中
心
と
し

た
組
級
の
活
性
化
や
土
木
設

計
技
士
の
認
定
、
会
員
拡
大

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
一
■

会
の
目
頭
、
臆
理
事
長
は

一
同
組
合
は
中
小
企
業
の
宿

志
で
共
同
受
注
を
目
的
に
発

足
「
、
し
か
し
、
会
員
の
減
少

る
。
あ
ら
ゆ
る
角
蟹
か
ら
建

投
的
な
意
見
を
お
願
い
し
た

い
　
と
挨
攣
－
ま
た
、
本
県

を
代
表
し
て
大
福
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
僻
の
福
田
光
一
社
長

は
∴
地
方
会
員
の
声
を
反
映

さ
せ
る
た
め
に
、
組
合
の
戦

略
や
取
り
組
み
な
ど
寛
の
あ

る
議
論
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
お
顕

い
し
た
い
」
と

や
土
木
設
計
技
士
の
認
定
溺
一
　
打

鮎的な意見交換が行われた協
議会こ鹿児島市のポリテクセン
ター鹿児島で

要
望
し
た
。

簡
璧
苛
は
、
土
羞
鱒

士
の
現
状
に
つ
い
て
「
特
別

講
習
や
研
修
会
葦
け
い
、
有
…

資
格
者
の
育
成
に
力
を
注
ぐ
‥

こ
と
。
ま
た
、
組
徹
の
活
性
“

照
絹
川
銅
雛
銅
山

が
必
要
に
な
る
山
な
ど
と
軍

諭
。
さ
ら
に
、
発
注
者
加
に
皿

組
合
の
メ
リ
ッ
ト
や
桂
と
な

る
も
の
を
明
確
に
示
す
こ
と
γ

で
パ
イ
プ
を
広
げ
、
災
害
協
“

定
の
締
結
や
中
央
省
庁
へ
の
…

葦
活
動
、
繁
昌
の
蓑
一

強
化
で
会
員
の
拡
大
を
図
る
…

こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
鴇
日
本
大
震
災
の

復
旧
作
業
に
係
わ
る
共
同
雲
い

醐
雛
謂
琵
些

い
て
も
検
討
さ
れ
た
ゥ
　
一

ザ・ガーデン鹿児島

「夏を涼しく」を提案

ザ
・
ガ
ー
デ
ン
鹿
児
島

し
、
大
会
を
終
え
た
、
り

安
全
表
彰
は
次
の
通
り
「

従
業
員
表
彫
り
片
平
浩
二

古
刹
昇
▽
協
力
会
社
表
彰

堀
田
義
隆
（
桜
ケ
丘
設
備
）

窪
田
秀
志
へ
㈲
城
間
設
備
）

は
門
、
親
日
、
姶
良
市
廉
治

本
町
で
■
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

ン
一
を
開
催
′
一
わ
が
蒙
の
庭

づ
く
り
の
参
考
に
し
よ
う

と
、
多
く
の
家
族
連
れ
が
訪

れ
た
⊥
彗
寧
㌧

今
回
の
会
場
は
、
長
年
使

用
し
た
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を

リ
ガ
ー
デ
ン
し
た
も
の
‥
開

放
的
な
テ
ラ
ス
に
は
、
風
合

い
あ
ふ
れ
る
洗
い
出
し
や
タ

イ
ル
、
石
張
り
を
使
用
す
る

こ
と
で
展
と
の
山
体
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